
 
                        

 

釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
海

道
森
林
管
理
局
管
内
の
若
手

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向

け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
10
月
21
～

23
日
の
３
日
間
、
開
催
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
、
若
手
職
員
が
、

年
度
当
初
か
ら

O

J

T
の

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
若
手
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

管
内
４
箇
所
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
を
設
定
し
実
施
し
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
「
自
然
再

生
推
進
法
に
基
づ
く
取
組
み

～
立
枯
被
害
跡
地
で
の
森
林

再
生
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

局
・
署
か
ら
11
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

１
日
目
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
概
要
と
当
セ
ン
タ
ー

の
活
動
内
容
等
を
説
明
し
、

開
催
趣
旨
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
雷
別
国
有
林

（
標
茶
町
雷
別
）
で
、
ミ
ズ

ナ
ラ
・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ハ
ル
ニ

レ
・
カ
ツ
ラ
、
そ
れ
ぞ
れ
50

本
の
植
樹
と
併
せ
て
、
植
栽

木
を
野
生
生
物
の
食
害
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
保
護
管
（
ツ

リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
）
で
の
被

覆
を
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
植
栽
す
る
苗
木

と
被
覆
す
る
保
護
管
が
２
０

０
本
・
組
で
、
今
ま
で
の
行

事
よ
り
多
い
数
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
若
手
職
員

の
見
事
な
鍬
捌
き
に
よ
り
、

植
樹
と
保
護
管
の
被
覆
は
無

事
、
終
了
し
ま
し
た
。 

最
終
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
細
岡
展

望
台
（
釧
路
町
達
古
武
）
を

訪
れ
、
釧
路
湿
原
と
国
有
林

を
眺
望
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
戻
り
、
昨
日
体
験
し

た
「
広
葉
樹
の
森
林
づ
く
り
」

（
森
林
再
生
）
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
・
解
決
手
法
を

３
班
に
わ
か
れ
て
検
討
し
、

発
表
と
講
評
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
３
日
間
で
寄
せ
ら
れ

た
若
手
職
員
か
ら
の
質
問
や

意
見
は
、
新
鮮
な
も
の
ば
か

り
で
、
非
常
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
回
検
討
し
た
意
見
を
踏
ま

え
て
、
雷
別
国
有
林
の
森
林

再
生
に
つ
い
て
、
地
域
の
若

年
層
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
く
、
令
和
３
年
６
月
27
日

（
日
曜
日
）
に
「
若
者
Yo
！

雷

別

へ

植

樹

に

行

こ

う

Yo
！
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

釧路湿原森林ふれあい推進センター 

センターの活動概要を説明 

植樹指導を聞く様子 

保護管を被覆する様子 

発表の様子 




